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　　福祉推進室

　川西市社会福祉審議会

　健康福祉部福祉推進室福祉政策担当　内線（２６５２）

　平成１７年７月８日（金）１４時～１６時

傍聴の可否

開催日時

会議結果

○「地域福祉計画の見直し視点」について意見を伺う

○「福祉デザインひろばづくり事業の課題についての意見を伺う

傍聴の不可・一
部不可の場合は
その理由

事　務　局
（担当課）

　議題１　平成１７年度「地域福祉計画」の見直し視点について

　議題２　計画見直しスケジュール（案）について

　議題３　福祉デザインひろばづくり事業推進地域の現状と課題について

　４階庁議室

　牧里委員　真鍋委員　小柳委員
　
　太田委員　滝委員　越田委員

その他

　健康福祉部長　福祉推進室長　いきいき長寿室長　健康づくり室長

　福祉政策担当主幹・副主幹　同吏員　社会福祉協議会主幹・主査

開催場所

委　　員

会議名
（審議会等名）

会議次第



川西北小地区が開始予定、東谷、多田はワークショップをはじめる時期にある。加茂小地
区、川小地区は説明会実施。桜小、久代小は未実施（平成１６年度）。

事務局

委員 デザインひろば事業の残りの地区の開始のめどは？

※　主な発言の要旨等、審議経過がわかるように記載すること。

事務局 「平成１７年度地域福祉計画の見直し視点について」の説明
　　　　　　　　　　　　　　審　　議　　経　　過　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No　１

前回と同じように製本化する。

バリアフリーの点検活動の中身は？会長

社協 地区福祉委員会の住みよいまちづくり委員会で活動し、バリアフリーチェックを実施（すべて
の地区ではない）。

委員 福祉教育に関連して、福祉の人材育成はどのような状況か？

福祉デザインひろばづくり事業の中で、新たに福祉活動に参加する人が増えているように
感じる。地域によっては、地区福祉委員会で福祉講座なども開催されている。

まずは、福祉デザインひろばづくりを地域に浸透させることが重要と私は考えるが。

「福祉デザインろばづくり事業推進地域の現状と課題」の説明

地域福祉計画の目標は３つある。①住民主体の「福祉デザインひろば」づくり　②協働で推
進する地域福祉の基盤づくり　③利用者の自立を支える福祉のまちづくり　の３つである。

事務局

事務局 次回には見直し素案を提出したい。

相談事業について、清和台は自治会館自体の出入りが多く、よろず相談が多い。

相談コーナーには入りにくいこともある。

相談する方も、相手の人がどんな人かわからなければ相談できないし、どこまでプライベー
トを話せばいいかわからない。相談員には、外部にもわかる「肩書き」が必要。軽いぼやきと
重いぼやきの仕分けができればよいのでは。また専門機関につなぐための、地域住民とし
てのネットワークをつくることである。

委員

事務局

社協

委員

会長

委員 窓口を構えるより、サロン的雰囲気の方がよい気がする。

事務局 「計画の見直しスケジュール（案）」について」の説明

事務局

見直しが確定すれば、冊子化するのか？会長

事務局

川西市の地域福祉計画がわかりにくい。福祉デザインひろばづくりがメインになっているよう
だが。

委員


